





























































実 験 結 果
 ロ・テストの各カデゴ1トの変化は全てノ!パラメトηツク法による七検定を行った。
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 実験1統計的有意差のみられた変化は初発反応時間(T/R1)の短縮のみであり,その他の
 カテゴ1トの変化は少なく,又その変化も一定ではなかった。
 実験E精神分裂病患者に知覚遮断を行ったこの実験では,統計的有意差の得られた変化は,
 1.人間運動反応(M)の増加,2.陰影原応の減少,す色彩反応に於いて形態色彩反応(PC)の増加及び形
 態色彩反応と色彩形態反応(0玉1)と縄色彩反感O)の差(丑C一〔CE+C〕)の増加,,4修
 正基礎ロールシヤジ'〕得点(修正BRS)の上昇であった。叉色彩反応の比(FG:G翌十〇)に
 於いてはFC優位の方向に変化する例が多かった。その他反応総数,反応領域,反応内容等に於
 いては統計的有意差の認められる変化は得られなかった。'さらに個々の症例に於いては20例中
 15例が上述の如き統計的有意差のみられた変化とほぼ等しい変化を示し,逆の変化をしたもの
 はわずかに5例のみであった。
 実験冊正常者に知覚適断を施行したこの実験では,実験2とは逆に1.初発反応時間(T/R1)
 の延長,2人間遮勤反応(M)の減少,.5色彩反応ではEG一(GF+e)'の減少,4.修正B
 RSの低下に統計的有意差を認めた。その他の反応総数,反応領域,反応内容セは実験2.と同様.
 に統計的有意差のある変化は得られなかった。色彩反応の比では精神分裂病患者とは逆にCE+
 G優位の方向に変化した例が多い。個々の症例に於いては10例中9例が上記の統計的有意差の
 みられた変化とほぼ等しい変化を示し,て例のみが逆の変化を示している。
 結果の考察
 実験1に於いては初発反応時間の短縮の外には変化はきわめて小さいことから精神分裂病患者
 では,ロ・テストを短期間の間にくり返しても慣れのための変化は砥とんどないものとしてよい
 と考えられるダ従って実験2で得られた結果はほ寸知覚遮断による変化と考えられる。知覚遮断
 を行った実験2及び実験5に於いて統計的有意差の得られたロ・テストの変化は正常者群と精神
 分裂病患者群とでは全く反対である。そして変化したヵテゴU」は主に反応決定因に属ナるもの
 でしかも主として情緒面を示すサインであることから・・テストに現われた知覚遮断の影響は主
 として情緒の変化であると考えられる。精神分裂病患者群:M反応が増加し,.色彩反応.ではFCが
 増加し,色彩反応の比でもFGが優位になっている。M反応及び色彩反応は主に情緒の統御及び
 情緒の安定性を示すサインであり,この点から精神分裂病患者では知覚遮断により情緒が安定化
 し.情緒の統御がより容易になったものと考えられる。又陰影反応は不安と密接な関係があ9,
 陰影反応の減少はさらに情緒の安定化の傾向を支持しているものと解される。修正BRSは人格
 統合水準の指標であり,精神分裂病患者でこれが上昇した事は実験により一時的にせよ人格統合
 のレベルが上昇した事を示している。正常者群:'精神分裂病患者群とは逆にM反応が減少し,色彩
 反応の比ではCF+o優位の方向に変化した例が多い。さらに修正BRSも低下していることか
 ら正常者では知覚遮断により情緒の統御が困難と在り,情緒が不安定化し,人格統合水準.が低下
 したことになる。知覚遮断の治療的左意義:精神分裂病患者群の変化はロ・テスト所見からみれ
 ば非常に望ましい変化であり,知覚漣断が精神分裂病患者に対して治療的な効果をもたらす可能
 性のあることを示していると云える。
 一199一}
 審査結果の要旨
 こ五までに知覚遮断の影響に関する報告は多ぐみられるが,その大半け正常人が対象であり,
 精神障害者のそ'れが少左く且つまた結果に不一致が多いbこ、にお偽て著者は,精神分裂病者に知
 覚灘新を行たった場合,その前ならびに直後に掛ける変化を,一心理検査法である・一ルシヤツ
 ハ・テスト(ロ・テスト)を用いて追.究した。
 被検者は分裂病者20名,また対照として正常人10名にも実施しているが,これらの他に更
 に分裂病者20名について・・テ.ストのくりかえしによる所見差異(た臠し知覚遮断を負荷して
 いない)を求めて,所見把握の正確を期している。
 実験結果について統計処理をし,それぞれ有意差を求めているが,精神分裂病群では次点があ
 げられるという:1)入間運動反応の増加,2)陰影反応の減少,5)色彩反応に蔚ける形態
 色彩反応の増加その他,及び4)修正基礎・一ルシヤツハ得点の上昇。一分置正常人群では次点
 をあげている.:1)初発反応時間の延長,2)人聞運動反応の減少,5)色彩反応でのFe一
 (GF十C)の減少,及び4)修正基礎・一ルシヤッハ得点の低下。
 これらの所見け2群において極めて対照的であること,また中核を友す変化要因は情緒変化の
 それである～二とを前提とし,両群の差異を次の如く解説する。すなわち,精神分裂病では知覚遮
 断により情緒の安定化がもたらされ,安た情緒統御が容易となるが,正常人群では全く逆となっ
 て,情緒統御困難・情緒不安定化・人格統合水準低下がもたらされるという。
 また以上の結果から当然推定されることであるが,精神分裂病者に知覚遮断を与えることによ
 って治療効果が期待できる可能性も示唆している。
 以上の諸知見は,精神分裂病者に対する知覚遮断の影響を心理学的検査'面でとらえ.それが正,
 常人と逆の方向をとるという一新知見に至るのであるが.これは精神分裂病の精神生理一病理学
 的面に寄与するところ極めて大である。か、る、点の寄与において,充分学位に値するものと認め
 る。
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